
第３学年数学科学習指導案 

日 時  平成 29 年 9 月 26 日（水）14:00～14:50 

場 所    南舎 3 階 3 年 B 組 

授業者  大出 亘 

１ 単元「関数」について 

 本単元は，事象の中に𝑥と𝑦の関係が𝑦 = 𝑥2で表さ

れるものがあることを理解するとともに，これまで

学習してきた比例・反比例や１次関数と関数 𝑦 =

𝑎𝑥2の表・式・グラフ及び値の変化のようすの共通

点や相違点を明らかにしながら関数 𝑦 = 𝑎𝑥2を理

解していくことが重要である。 

 学習を進めていく上で，生徒の関心意欲を引き出

し，既習内容と比較させながら，思考力・表現力の

育成を図るために以下のことに留意する。 

・ 導入では，１次関数と比較して変化のようすが

どのように違うのか予測する活動を行うこと

で，数学的な思考力を養う。 

・ 展開では，１次関数と関数 𝑦 = 𝑎𝑥2の変化のよ

うすを，表やグラフを活用して比較し，共通点

や相違点をお互いに説明し合う活動を位置づ

け，根拠を基にして表現する能力を養う。 

 このような学習活動を通して，既習内容と比較し

て，関数 𝑦 = 𝑎𝑥2の特徴を，数学的な根拠をもとに

して他者に伝わるように分かりやすく表現できる

生徒を育てたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 生徒の実態 （38 人） 

 関数の単元では関する知識・理解についての問

題や基本的な計算問題を得意とする生徒が多く，

課題に対しても積極的に取り組むことができる生

徒が多い。 

直前の実力テストでは，関数の利用の問題につ

いての正答率が25%と低く，関数の分野に苦手意

識を持っている生徒が多い。また，技能の問題に

ついての正答率は66%であったのに対し，見方・

考え方の問題についての正答率は28%であり，正

確に計算がきても，解答に至るまでの過程を説明

することが苦手な生徒が多いことがわかる。 

以上のことから，本時では，１次関数と関数 𝑦 =

𝑎𝑥2の変化のようすを比較し，共通点や相違点を，

表やグラフを指し示しながらお互いに説明し合う

活動を位置づけることで，数学的な根拠をもとに

して説明できる表現力を身につけたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 人権教育の観点から 

・ 関数の変化のようすを表やグラフを利用して考えることを通して，関数 𝑦 = 𝑥2 の変化のようすを，既

習の 1 次関数と比較して考えていく見方を養う。（認識力） 

・ 関数 𝑦 = 𝑥2 の変化のようすを，表やグラフなどから多面的にとらえ，数学的根拠をもとにして判断し

ていく力を養う。（認識力） 

・ 仲間の考え方や説明を聞いて，自分の考えを深めたり，表やグラフを使って根拠を明確にして説明で

きた姿を認めたりして，価値付けていく。(自己肯定感) 

３ 研究内容と本時との関連 

（１）研究内容Ⅰについて 

 次の学習指導要領の改訂では，数学的活動の一

層の充実が挙げられている。本時では，そのうち

の一つである，「数学的な表現を用いて説明し伝

え合う活動」に重点を置き，表やグラフを指し示

しながら説明し合う活動を仕組むことでねらい

に迫りたい。 

①課題設定の場面では，1次関数 𝑦 = 2𝑥 と関数 

𝑦 = 𝑥2 の変化のようすがどのように違うの

か，既習内容をもとにして予想を立て，仲間 

の意見や自分の考え方が正しいかどうか調べる

必然を作り，課題を生み出す。 

②追究の場面では，表やグラフからわかることを，

ペアやグループで表やグラフを指し示しながら

説明し合う，双方向の表現活動を仕組む。 

（２）研究内容Ⅱについて 

 まとめを記述する場面では，誰のどんな説明によ

って気付いたり，分かったりしたかを明確にするこ

とで，自分の理解に自信を持たせるとともに，仲間

の理解を促した発言を価値付け，自分と仲間の自己

肯定感の向上につなげる。 

 

 

 



５ 単元指導計画 ４章 関数 （全１４時間） 

（１） 単元目標 

 事象の中から𝑥と𝑦の関係が𝑦 = 𝑎𝑥2で表される関数に着目し，式やグラフの形，値の変化のようすなどを調

べることを通してその特徴を理解するとともに，事象の中からいろいろな関数を見いだし，関数を利用して

問題を解決することができる。 

 

（２） 単元の評価規準 

関心・意欲・態度 数学的な見方や考え方 技能 知識・理解 

様々な事象を関数 𝑦 =

𝑎𝑥2などとしてとらえたり，

表，式，グラフなどで表した

りするなど，数学的に考え表

現することに関心をもち，意

欲的に数学を問題の解決に

活用して考えたり判断した

りしょうとしている。 

関数 𝑦 = 𝑎𝑥2などについての基

礎的・基本的な知識及び技能を活

用しながら，事象に潜む関係や法

則を見いだしたり，数学的な推論

の方法を用いて論理的に考察し表

現したり，その過程を振り返って

考えを深めたりするなど，数学的

な見方や考え方を身につけてい

る。 

関数 𝑦 = 𝑎𝑥2の

関係などを，表，

式，グラフを用い

て的確に表現した

り，数学的に処理

したりするなど，

技能を身につけて

いる。 

事象の中には関

数 𝑦 = 𝑎𝑥2などと

してとらえられる

ものがあることや

関数 𝑦 = 𝑎𝑥2の表，

式，グラフの関連な

どを理解し，知識を

身につけている。 

 

（３） 指導計画 

時数 節 ねらい 学習活動 評価規準 

１ 

１
節 

関
数𝑦

=
𝑎
𝑥
2 

身のまわりにあるいろ

いろな数量関係を，表，式，

グラフを使って調べるこ

とを通して，その関係が関

数になっているかどうか

判断することができる。 

・具体的な事象の中から 2 つの数量を見いだ

し，いろいろな関数の関係について調べる。 

𝑥と𝑦の関係がどんな関数か調べよう。 

・比例でも反比例でも 1次関数でもない関数

がある。 

【技能】 

2 つの数量の関

係を表，式，グラフ

を使って調べるこ

とができる。 

２ 𝑦 = 𝑥2の形で表される

関数の変化のようすを調

べ，その特徴をまとめ，式

で表すことができる。 

・物体が一定の速さで移動しているときと，

坂道を下るときの時間と距離の関係を，表で

調べる。 

変化や対応のようすから規則性を見つけ

よう。 

・𝑦が𝑥の関数で，𝑦が𝑥の 2次式で表されるも

のがある。 

【見方・考え方】 

変化の見方，対応

の見方で特徴をみ

つけることができ

る。 

３ 表をもとに，𝑦 = 𝑥2のグ

ラフを，点を細かくとって

いくことを通して，グラフ

が原点を通るなめらかな

曲線になることがわかる。 

・関数𝑦 = 𝑥2のグラフを表をもとにしてかく。 

関数𝑦 = 𝑥2のグラフをかき，その特徴を調

べよう。 

・関数𝑦 = 𝑥2のグラフは，原点を通り，y軸に

ついて対称で，限りなく延びるなめらかな曲

線になる。 

【技能】 

𝑦 = 𝑥2のグラフ

をかくことができ

る。 

４ 𝑦 = 𝑎𝑥2のグラフを𝑎 >

0の範囲で，𝑎の値をいろい

ろ変えたグラフをかき，𝑎

の値が変わったときグラ

フがどのように変化して

いくかをみつけることが

できる。 

・関数𝑦 = 𝑎𝑥2のグラフをかく。 

𝑦 = 2𝑥2のグラフをかいて，𝑦 = 𝑥2のグラフ

と比べよう。 

・𝑦 = 𝑎𝑥2のグラフは，𝑎 > 0で，𝑎の値が大き

いほど𝑦軸に近づく。 

【見方・考え方】 

𝑎の値が変化した

ときのグラフの変

化の特徴をみつけ

られる。 

５ 𝑦 = 𝑎𝑥2のグラフについ

て𝑎 < 0になると，グラフ

はどのように変化するの

かを調べ，𝑦 = 𝑎𝑥2のグラ

フの特徴をまとめること

ができる。 

 関数𝑦 = 𝑎𝑥2のグラフをかき，𝑎＜0のとき

の𝑎の値とグラフの関係を調べる。 

・関数𝑦 = 𝑎𝑥2のグラフの性質を調べる。 

𝑦 = 𝑎𝑥2の𝑎によって，グラフはどうなるか

を調べよう。 

・𝑦 = 𝑎𝑥2のグラフは𝑎 > 0のとき上に開き，

𝑎 < 0のとき下に開く。 

・𝑎の絶対値が等しく符号が異なる2つのグラ

フは，𝑥軸について対称である。 

【見方・考え方】 

 グラフの特徴を

𝑎 > 0，𝑎 < 0の場合

を比べてまとめる

ことができる。 



６ 

１
節 

関
数𝑦

=
𝑎
𝑥
2 

𝑦 = 𝑎𝑥2の値の変化のよ

うすをグラフを観察する

ことを通して，𝑎 > 0，𝑎 <

0と𝑥 > 0,𝑥 < 0の場合に

分けて調べ，その特徴を理

解することができる。 

 𝑎 > 0，𝑎 < 0と𝑥 > 0,𝑥 < 0の場合の𝑦 =

𝑎𝑥2の値の変化のようすを比較する。 

𝑦 = 𝑎𝑥2で，𝑎 > 0の場合と𝑎 < 0の場合で，

𝑦の値がどのように変化するか調べよう。 

・𝑎 > 0の場合，𝑥 < 0のとき𝑦の値は正で，減

少する。𝑥 > 0のとき𝑦の値は正で，増加する。 

・𝑎 < 0の場合，𝑥 < 0のとき𝑦の値は負で，増

加する。𝑥 > 0のとき𝑦の値は負で，減少する。 

【見方・考え方】 

 変化のようすを

場合分けして捉え

ることができる。 

７ 𝑦 = 𝑎𝑥2 の変化のよう

すを表やグラフで調べ，

𝑦 = 𝑎𝑥2 では，変化の割合

が一定ではないことを理

解することができる。 

・1次関数 𝑦 = 2𝑥 と関数 𝑦 = 𝑥2 との変化の

ようすを比較する。 

𝑦 = 2𝑥 と 𝑦 = 𝑥2 で，𝑥 が１ずつ増加す

るときの 𝑦 の増加量を，表やグラフを使

って調べよう。 

・関数 𝑦 = 𝑎𝑥2 では，1 次関数の場合とちが

って，その変化の割合が一定ではない 

・1 次関数では，どの区間でも変化の割合は

一定であったが，関数 𝑦 = 𝑎𝑥2 では，区間ご

とに変化の割合が異なる。 

【知識・理解】 

1 次関数との変化

のようすの違いに

気付き，変化の割合

は区間ごとに異な

り，一定ではないこ

とを理解すること

ができる。 

８ 𝑦 = 𝑎𝑥2の変化の割合を

表す意味を，ボールが落ち

るときの平均の速さと同

じであることがわかる。 

・ボールを自然に落とすときのボールの速さ

について調べる。 

ボールが落ち始めてから 1 秒ごとの平均の

速さを求めよう。 

・関数𝑦 = 𝑎𝑥2の変化の割合は，ボールの平均

の速さを表している。 

【知識・理解】 

 平均の速さの意

味がわかり，変化の

割合が平均の速さ

と同じであること

がわかる。 

９ 𝑥, 𝑦の値を代入して，𝑦 =

𝑎𝑥2の式や対応する値を求

めたり，変域を求めたりす

ることができる。 

・𝑥と𝑦の関係が𝑦 = 𝑎𝑥2で表されるとき，𝑥や

𝑦の値に対応する𝑦や𝑥の値や，変域について

調べる。 

𝑦 = 𝑎𝑥2の式の求め方，対応や変域について

調べよう。 

・関数𝑦 = 𝑎𝑥2では，単純に𝑥の変域の両端の

数値だけから，対応する𝑦の値を求めることが

できない場合がある。 

【技能】 

𝑦 = 𝑎𝑥2の式や，

変域を求めること

ができる。 

10  練習問題   

11 

２
節 

関
数
の
利
用 

いろいろな関数の変化

や対応のようすを，表やグ

ラフを使って調べること

ができる。 

・速さが違う２人の位置関係を，表や式，グ

ラフを使って調べる。 

表・式・グラフを使って追いつくまでの時

間を調べよう。 

・グラフを書いて，視覚的に追いつく時間を

求める。 

【見方・考え方】 

 グラフや表を使

って変化のようす

を調べ，関数である

かどうかを判断で

きる。 

12 身のまわりにある関数

の問題を表・式・グラフを

利用して答えを求めるこ

とができる。 

・正方形に直角二等辺三角形を重ねていくと

きの，重なった部分の面積の変化のようすを

調べる。 

表・式・グラフを使って変化のようすを詳

しく調べよう。 

・表やグラフで調べられるものもあるが，式

でしか求められないものもある。 

【見方・考え方】 

表・式・グラフを

利用して答えを見

つける方法がわか

る。 

13 図形を移動させるとき

にあらわれる関数につい

て表・式・グラフを利用し

て変化のようすを調べる

ことができる。 

・さまざまな数量の関係を，表・式・グラフ

を使って調べる。 

𝑥と𝑦の関係をグラフに表し，今までの関数

と比べよう。 

・１つの直線や曲線ではないものがある。 

・１つの式で表すことができないものがある。 

【見方・考え方】 

表・式・グラフを

利用して答えを見

つける方法がわか

る。 

14  章末問題   

  



６ 本時の目標 

1 次関数 𝑦 = 𝑎𝑥 + 𝑏 と関数 𝑦 = 𝑎𝑥2 との変化のようすを表やグラフを利用して比べる活動を通して，1

次関数と関数 𝑦 = 𝑎𝑥2 の変化のようすが異なることに気付き，関数 𝑦 = 𝑎𝑥2 では，1 次関数の場合とちが

って，その変化の割合が一定ではないことが理解できる。 

 

７ 本時の展開  ７／１５ 

段階 学習活動 留意点 ●双方向 ◆人権教育の観点 

つ 

か 

む 

１ 問題場面をつかむ 

 

 

・ 𝑦 = 2𝑥 では，𝑥 が増加すると 𝑦 も増加する。 

・ 𝑦 = 𝑥2 では，𝑥 > 0 のとき 𝑥 が増加すると 𝑦 も増加する。 

           𝑥 < 0 のとき 𝑥 が増加すると 𝑦 も減少する。 

・ グラフでは，1 次関数 𝑦 = 2𝑥 は直線だが，関数 𝑦 = 𝑥2 は曲

線なので，変化のようすはちがう。 

２ 課題を設定する 

 

 

・ 前時までに学習している，1 次関数 
𝑦 = 2𝑥 と関数 𝑦 = 𝑥2のグラフの概形
から，それぞれの変化のようすを予想
させる。 

・ 関数の変化のようすを細かく調べるた
めには何を利用したら良いのか問い，
表やグラフを使って調べる必然をつく
り課題につなげる。 

・  

 

 

 

 

 
・ 変化の割合は「𝑥 が１ずつ増加すると

きの 𝑦 の増加量」と等しいことを念頭
に置いて課題を設定する。 

深 

め 

る 

３ 追究する（個人→全体） 
(1) 1 次関数 𝑦 = 2𝑥     (2) 関数 𝑦 = 𝑥2 
＜表＞           ＜表＞ 
 
 
 
＜グラフ＞           
              ＜グラフ＞ 
              
 
 

 

 

 

 

・ つまずいている生徒には，表に矢印を

かきいれることを助言し，𝑥 が１ずつ

増加するときの 𝑦 の増加量が表に現

れるようにする。 

・ グラフに矢印をかくように助言し，𝑥 

が１ずつ増加するときの 𝑦 の増加量

がグラフに現れるようにする。 

 表やグラフからわかることを，ペアまた

はグループで表やグラフを指し示しな

がら説明し合う。 

 

 

 

 

ま 

と 

め 

る 

４ まとめる 
・ 関数 𝑦 = 𝑎𝑥2 では，1 次関数の場合とちがって，その変化の割

合が一定ではない 

・ 1 次関数では，どの区間でも変化の割合は一定であったが，関
数 𝑦 = 𝑎𝑥2 では，区間ごとに変化の割合が異なる。 

 

・ 既習内容である，変化の割合は「𝑥 が

１ずつ増加するときの 𝑦 の増加量」と

等しいことを確認し，「変化の割合」と

いうことばを使ってまとめをかかせ

る。 
 

 

問題  

 1 次関数 𝑦 = 2𝑥 と関数 𝑦 = 𝑥2 との変化のようすを比べよう。 

◆ 関数の変化のようすを表やグラフを
利用して考えることを通して，関数 

𝑦 = 𝑥2 の変化のようすを，既習の 1

次関数と比較して考えていく見方を
養う。     （認識力） 

 仲間の考え方や説明を聞いて，自分

の考えを深めたり，表やグラフを使

って根拠を明確にして説明できた姿

を認めたりして，価値付けていく。 

(自己肯定感) 

 関数 𝑦 = 𝑥2 の変化のようすを，表

やグラフなどから多面的にとらえ，

数学的根拠をもとにして判断してい

く力を養う。      （認識力） 

𝑦 = 2𝑥 と 𝑦 = 𝑥2 で，𝑥 が１ずつ増加するときの 𝑦 の増加量

を，表やグラフを使って調べよう。 

最初は，関数 𝑦 = 𝑎𝑥2 でも 1次関数と同じように，変化の割合
は一定になるだろうと予想していたが，表やグラフを使って調べ
ると，関数 𝑦 = 𝑎𝑥2 では変化の割合が一定にならないことが分か
った。 
また，○○さんグラフを指し示しての「ここと，ここの変化の

ようすが違う。」という説明が，変化のようすの違いをわかりや
すく説明していて理解しやすかった。 

・ 表から，𝑥 が１ずつ増
加するとき， 𝑦 は 2

ずつ増加する。 
・ グラフの傾きが一定

なので，𝑦 の増加量は
区間にかかわらず一
定である。 

・ 表から，𝑥 が１ずつ増加するとき
の 𝑦  の増加量はばらばらであ
る。 

・ 𝑦 の増加量は区間によって違う。 

評価規準【知識・理解】 

1 次関数との変化のようすの違いに

気付き，変化の割合は区間ごとに異な

り，一定ではないことを理解することが

できる。 


